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私たちは、大口町北地域自治組織とともにまちづくりに取り組んでいます。 
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 事務員を募集します！！（2019 年 6 月～） 

 あなたの家庭と街で  
 ”はたらく”機能部品メーカー 

 

本社 〒480-0125 愛知県丹羽郡大口町外坪 5-98 

T E L (0587)95-6661(代) 

URL http://www.time-eng.co.jp/ 

〇募集人数：１名 

〇業務内容：一般事務（会議等資料作成、資料印刷、事業補助など） 

〇勤務日数：3 日／週 

〇勤務時間：５時間／日 

〇給  与：８９８円／時 

〇勤務場所：大口町役場内 地域自治組織仮事務所 

〇勤務要件：Word・Excel 入力等のパソコン操作ができる方 

〇応募方法：市販の履歴書（顔写真添付）に必要事項を記入し、役場地域協働課 

の窓口に提出 

〇応募期限：平成 31 年 3 月 1 日（金） 

※詳しくは下記までお問い合わせください。 

 

■問い合わせ先…大口町地域協働部地域協働課  

担当：三輪 

        電話：０５８７－９５－１６９１ 

        時間：8：30～17：15  

（土・日・祝及び 12：00～13：00 除く） 

北地域自治組織では、地域づくりのお手伝いをしていただける事務員さんを募集し

ます。 

「時間にゆとりがでてきた」、「パソコン操作が得意」、「人と関わることが好き」、

「地域の役に立ちたい」、そんなあなたの“チカラ”をぜひお貸しください。 
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防災標語入選作品 

北地域自治組織が募集した防災標語の入選作品

です。児童の声に耳を傾けてみませんか。 

第４回北地域避難・防災訓練（平成３０年１０月

２７日）の会場で入選者の表彰を行いました。 

※募集は大口北小学校（対象：４～６年生）及び 

大口西小学校（対象：竹田地区在住の 1～６年生）

のご協力により行うことができました。 

【訓練会場の掲示資料（被災時トイレ

状況等）を見ている参加者の皆様】 

 

 

＜4 年生＞  

地しんのとき もとせんしめて にげましょう 

台風来たら かくにんしよう ひなんじょうほう 

あぶないよ 火をつけっぱで どっかいく 

非じょう食 じゅんびが大切 おきる前 

地震前 やっておきたい かぞくかいぎ 

そなえよう かぐをこていし あんぜんたいさく 

家族でね かくにんし合うよ ひなん場所 

＜5 年生＞ 

地震では かべやへいから はなれるよ 

五条川 大雨の時は おそろしい 

雨でもね ゆだんしてたら あぶないよ 

台風だ 雨戸をしめて おかたずけ 

災害時 命を守る 防災マップ 

声かけて みんなで守る ぼくらの地域 

そなえよう 心の準備と防災セット 

＜6 年生＞ 

家具の固定 おろそかにしないで しっかりと 

屋根飛んだ！ 動画とるより 身の安全 

まだいいよ その一言が 命取り 

水食糧 よくよく点検 これ大事 

非常食 家族みんなで 三日分   

今一度 確にんしよう ひなん場所 

みんなで声かけ はやめのひなん   

【大口北小学校の部（４～６年生）】 

【大口西小学校の部（竹田地区在住の 1～６年生）】 
さいがいを ひとごとだとは おもわない            （1 年生） 

新聞、テレビで情報収集 家族みんなで情報共有         （3 年生） 

訓練はゲームじゃないよ！たった一つの命を守る大事な学びだよ  （5 年生） 

助け合い 皆んなと協力 落ちついて              （5 年生） 

さいかくにん しぜん あんぜん あんしんを          （5 年生） 
「まだ大丈夫」 それって本当に大丈夫？            （6 年生） 

【防災部会からのお願い】 

防災、減災の為に大人も子供も、標語に書かれたことをぜひ実行しましょう！ 

入選者（２７名）には「まごこ

ろねこピンチ」と蛍光ペンセッ

トを、また応募者全員に参加賞

としてクリアファイル５枚を

贈りました。 

 

▲「まごころねこぴんち」 

東日本大震災で仮設住宅に

入居された方が、知らない人同

士で仲良く生活するために、お

茶会を始めました。 

お茶会で手芸品「ねこぴん

ち」を作り始め、のちに売り出

されました。地震から８年近く

経過しましたが、いまだに仮設

住宅から引越しができない方

等、多くの避難者の方がみえま

すので、応援の意味も込めて入

選記念品の一品に選びました。 


